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◆ 研究概要 
1)  統合失調症における認知機能障害の神経機構の解明． 
2)  前頭葉機能の役割とその生涯の神経基盤に関する神経心理学的・神経機能画像的手法を用いた総合的研究． 
3)  記憶の神経機構と記憶障害の病態解明に関する神経心理学的研究． 
4)  脳構造および脳機能の発達と性差についての脳画像的・認知科学的研究． 
5)  高次脳機能障害のリハビリテーションの開発と効果研究． 
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